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【4】物理の教育と相補性 :堀 裕和,大学の物理教育 1998-2(1998)21-24.
『科学と多様性』
ICU北原和夫
現在所属している国際基督教大学の理学科では､男子学生と女子学生の比はほぼ同じで､若干
男子学生が多い｡教月は25名中､5人が女性､また､5人が外国人である｡物理専修学生は学年
によって人数が変動するが､30%位は女子学生である｡おそらく他の男女共学の大学の理学部に
比べたら､学生､教員ともに女性の割合は格段に高いのではないか､と思われる｡ICUにきて､
3年経ったが､女性が多く､また外国人教員も少なからずいるという環境に慣れてくると､逆に
日本の他の大学､研究機関を訪ねたときに､何か ｢単調さ｣を感じるのである｡ 確かに､均質の
ほうが効率がよいのだが､発想の飛躍ということに乏しいのではないか､と思うのである｡
今回のWomeninPhysicsに関わってきて､始めは女性をめぐる不平等､偏見､差別が問題で
あると考えていたのであるが､男女の相違の意義が生かされていないことも問題ではないか､と
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